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平成 24 年 1月 16 日 

各  位 

会 社 名 ア ル テ ッ ク 株 式 会 社
代 表 者 名 代 表取締役 社長  張 能  徳 博

 （コード番号 9972 東証第一部）
問 合 せ 先 取締役執行役員（経営企画部長） 木根渕 明

 （ T E L ： 0 3 － 5 5 4 2 － 6 7 6 1 ）

 

 

 

特別損失の計上および平成 23 年 11 月期通期業績予想との差異に関するお知らせ 

 

 

 

 平成 23 年 11 月期（平成 22 年 12 月１日～平成 23 年 11 月 30 日）において、特別損失を計上す

ることになりましたので、下記の通りお知らせいたします。 

また、平成 23 年９月 22 日に発表いたしました平成 23 年 11 月期通期業績予想値（連結・個別）

と本日発表の決算値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

 

 

記 

 

１． 特別損失の計上およびその内容について 

 平成 23 年 11 月期第 4四半期において下記のとおり特別損失を計上いたしました。 

（１）連結 

・災害による損失 

   平成 23 年 10 月初旬にタイ国アユタヤ県を中心に発生いたしました洪水により、当社の連結

子会社である Altech New Materials（Thailand）Co.,Ltd．が浸水被害を受けたことから、

製品の損失や固定資産の復旧費用等を災害による損失として 88 百万円計上いたしました。 

   なお、被災した固定資産等には災害保険を付保しておりますが、当該被災に係る保険金の受

取額は、確定するまでに時間を要しますので、翌連結会計年度以降の確定時に保険金収入とし

て計上を予定しております。 

（２）個別 

  ・子会社株式評価損 

   上記記載の Altech New Materials（Thailand）Co.,Ltd．において、災害による損失を計

上したことにより当社が保有する同社株式について実質価額が著しく低下したため、当該株式

について評価減を行い、子会社株式評価損として 101 百万円計上いたしました。 

   なお、連結業績においては、子会社株式評価損は連結消去されるため、特別損失への計上は

ございません。 
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２. 業績予想との差異について 

（１） 連結業績予想値との差異 

平成 23 年 11 月期通期連結累計期間（平成 22 年 12 月１日～平成 23 年 11 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 17,000 320 350 300 15.71

今 回 実 績 ( Ｂ ) 16,854 259 331 48 2.54

増  減  額  (Ｂ － Ａ ) △145 △60 △18 △251 ―

増  減  率   ( ％  ) △0.9% △18.9% △5.2% △83.8% ―

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

（平成 22 年 11 月期） 
19,272 322 365 7 0.39

 

（２）個別業績予想値との差異 

平成 23 年 11 月期通期個別累計期間（平成 22 年 12 月１日～平成 23 年 11 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 12,000 △240   △200 △210 △10.99

今 回 実 績 ( Ｂ ) 11,161 △319 △45 △164 △8.60

増  減  額  (Ｂ － Ａ ) △838 △79 +154 +45 ―

増  減  率   ( ％  ) △7.0% ― ― ― ―

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

（平成 22 年 11 月期） 
14,858 △725 △683 △955 △50.07

 

（３） 差異の理由 

 （連結） 

連結売上高、営業利益、経常利益につきましては、概ね業績予想どおりに推移いたしました。 

当期純利益につきましては、上記１の「特別損失の計上およびその内容について」に記載のと

おり、災害による損失を特別損失に計上いたしました。また、中国における持分法適用会社にお

いて、配当方針が変更されたため、同社の内部留保に係わる繰延税金負債を計上したこと等から

税金費用が発生いたしました。その結果、前回予想を下回りました。 

 

（個別） 

  売上高、営業利益につきましては、東日本大震災の影響等による主要顧客先の設備投資計画の

遅れや大型機械の検収時期にずれが発生し前回予想を下回りました。 

経常利益につきましては、連結業績に記載のとおり中国における持分法適用会社の配当方針の

変更に伴い配当実施が決議され受取配当金を計上したことから、前回予想を上回りました。 

当期純利益につきましては、上記１の「特別損失の計上およびその内容について」に記載のと

おり子会社株式評価損を計上いたしましたが、前回予想を上回りました。 

以 上  


